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報道関係各位 

 

2023 年 4 月 24 日 

株式会社伊豆シャボテン公園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正式名称「アニタッチ イオンモール土浦」 https://tsuchiura.anitouch.com/ 
 

株式会社 伊豆シャボテン公園（静岡県伊東市、代表取締役：吉村浩太郎）は、2023 年 5 月 1 日（月）イオンモール

土浦（茨城県土浦市上高津３６７イオンモール土浦内２F）に、屋内型ふれあい動物園「アニタッチ」2 号店をオープンい

たします。 

 「ワオキツネザルとカピバラの部屋」では、様々な動物たちが共存する魅力ある空間になっており、カピバラ、フレミッシ

ュジャイアント、ワオキツネザルなどをエリア内で見ることができます。また、茨城県に因んだオブジェやモチーフを展示す

ることで、地域の皆様に親しみやすく、愛される施設づくりを心掛けており、コラボレーションなども企画中です。 

当園ならではの多種の動物たちが共存する魅力ある空間や、動物の生態を学びながらふれあえる体験を是非お楽し

みください。 

なお、アニタッチでは、3 号店以降の出店を計画しております。詳細につきましては、開園日が決定次第、ニュースリリ

ース、ホームページや当園 SNS 等にて公開してまいります。皆様のご期待に沿えるような新たな動物園のスタイルを目

指し、人と動物との共生を目指してまいります。 

 

ご入場した方に、オープン記念特典として伊豆シャボテン動物公園「カピバラの柚子湯入浴剤」を先着 100 名様にプレゼント！！ 
 
 
 

 

 
 

NEWS RELEASE 

屋内型ふれあい動物園「アニタッチ」 

多種の動物たちが共存する魅力ある空間 

お問い合わせ先：株式会社伊豆シャボテン公園 企画広報部 
TEL：0557-51-1115（代） URL：https://shaboten.co.jp/ 

〒413-0231 静岡県伊東市富戸 1085-4 
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【アニタッチ】https://anitouch.com/ 
「動物にいやされたい」、「子供の動物に対する優しい心を育てたい」、「ショッピングをしながら動物も見たい」、「家で飼育できないけど動物に

さわりたい」などなど、多くのお客様の希望をかなえることができる「屋内型ふれあい動物園」です。 

 

 【カピバラの猫足風呂】 

伊豆シャボテン動物公園で大人気の「カピバラの露天風呂」がラグジュアリーな“カピバラの猫足風呂”に変わり、見た目も華やかで癒し効果

もある愛らしいカピバラの姿をみることができます。また、“カピバラの猫足風呂”が、特許庁より登録商標として認可され、2022 年 7 月 28 日

に正式に登録されました。今後は、商標登録を記念し、様々なグッズ販売を予定しております。 
 

【入場料金】オープン記念特別価格 ※内容は予告なく変更になる場合があります。 

 
展示動物たち（約 20 種 300 匹以上） 
カピバラ、ワオキツネザル、フタユビナマケモノ、ミーアキャット、デグー、フレミッシュジャイアント、パンダマウス、メンフクロウ、 
シロムネオオハシなど 
 
※動物達は、時間により展示交代を行う場合があります。 

 

【第一種動物取扱業】 

事業所名：アニタッチ イオンモール土浦 / 住所：土浦市上高津 367 番地 イオンモール土浦２階 

登録番号：3047 展示 / 登録年月日：令和 5 年 4 月 12 日 / 有効年月日：令和 10 年 4 月 11 日 

取扱責任者 ⿁頭 夏実 

＜保健所の指導の下,毎日健康管理をして展示しています。動物の体調により展示及びおやつあげ体験を中止する場合があります。＞ 

 

 

料金 平日 休日 

大人（中学生以上） 1,200 円 1,500 円 
学割（中学生以上） 1,000 円 - 
4 歳以上~小学生 700 円 900 円 

営業時間 平日 休日 
 11:00～19:00（最終受付 18:30） 10:00～21:00（最終受付 20:00） 

その他 おやつあげ体験 
 有料 

 

伊豆シャボテン動物公園グループ 

年間来園者約 180 万人以上の観光レジャーグループであり、『伊豆シャボテン動物公園』をはじめ、『伊豆ぐらんぱる公園』、『伊豆高原グランイルミ』、 

『ニューヨークランプミュージアム＆フラワーガーデン』、『伊豆高原旅のぐらんぱるぽーと』、『伊豆海洋公園』、『アニタッチ』を運営。 
また、ホテル・グランピング施設を運営する『伊豆ドリームビレッジ』と連携することにより、アクティビティ・宿泊・飲食など、全てを網羅した複合レジャー 
施設として、観光事業を拡大している。 


